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ゆ口

阪
市
、
八
尾
市
な
ど
の
従
業
員
叩
人
以
上
、
資

本
金
5
0
0万
5
3億
円
の
中
小
メ
ー
カ
ー
。

①
鍛
造

・
鋳
造
、
樹
脂
成
型
、
電
子
部
品
な
ど

の
部
品
分
野
②
金
型
③
設
備

・
装
置
④
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
の
4
分
野
で
、
他
に

ト
ヨ
タ
本
社
ヘ

府
編
成
の
使
節
団

な
い
新
工
法

・
新
技
術
を
持
つ
企
業
ば
か
り
。

商
談
会
に
は
ト
ヨ
タ
側
も
本
社
の
印
部
門
、

関
連
会
社
約
6
0
0社
が
顔
を
そ
ろ
え
る
。
商

談
が
ま
と
ま
れ
ば
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
販
路

の
拡
大
だ
け
で
な
く
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

品
質
基
準
を
満
た
し
た
と
い
う
H

お
墨
付
き
H

が
得
ら
れ
る
。

昨
年
9
月
、
太
田
知
事
が
ト
ヨ
タ
本
社
を
訪

れ
、
張
富
士
夫
社
長
と
懇
談
し
た
際
、
「
大
阪

の
優
れ
た
中
小
企
業
と

n
お
見
合
い
H

を
し
て

ほ
し
い
」
と
要
望
し
た
。
張
社
長
も
以
前
か
色
、

中
小
企
業
が
集
積
す
る
東
大
阪
市
に
関
心
が
あ

っ
た
と
い
い
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
話
が
運
ん
だ
。

【司
葺
功
】

か
な
ま
る

金
丸

ひ
ろ
み

弘
美
さ
ん

リ
ア
で
取
材
。
ス
ロ
ー
プ
l

ド
協
会
本
部
の
活
動
を
詳
細

に
報
告
し
た
「
ス
ロ
ー
プ
l

ド
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
(
木

楽
舎
)
を
出
版
し
た
。

・ス
ロ
ー
プ
l
ド
は
、
大
量

生
産
の
画
一
的
な
味
に
よ
っ

て
忘
れ
去
ち
れ
つ
つ
あ
る
伝

統
的
な
食
文
化
を
守
り
伝
-
え

よ
う
と
す
る
哲
学
や
手
法
の

版
・
出
ド
を
一
卜
フ
ス・ェ
.
フ
ロ
ニ
ス
マ

「
ス
ロ
ー
プ
1
ド
運
動
の

実
態
が
、
日
本
に
は
全
く
伝

わ
っ
て
い
な
い
」

食
や
環
境
問
題
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
約
叩
年
前
か
ら

農
村
や
野
菜
売
り
場
を
取
材

し
続
け
る
。
ニ
ッ
ポ
ン
東
京

ス
ロ
ー
プ
l
ド
協
会
設
立
発
総
称
。
単
純
に
昔
の
食
材
を

起
人
の

一
人
で
も
あ
る
。
復
元
し
た
り
、
有
機
野
菜
を

「
実
は
僕
自
身
も
よ
く
分
栽
培
す
る
と
と
で
は
な
い
。

か
ち
な
か
っ
た
」
と
い
う
運
「
肝
心
な
の
は
、
小
規
模

動
の
実
像
を
知
ろ
う
と
、
一
の
生
産
者
に
き
ち
ん
と
お
金

作
平
か
ち
発
揮
D
地
・
イ
タ
が
回
っ
て
い
く
仕
組
み
を
作

り
出
す
と
と
。
彼
ち
に
は
そ

の
手
法
が
あ
っ
た
」

驚
い
た
の
は
1
1
0人
も

の
ス
タ
ッ
フ
を
雇
う
大
き
な

組
織
だ
っ
た
と
と
。
会
費
や

出
版
活
動
の
収
益
の
ほ
か
、

佐賀県出身。子供の誕生をきっかけ
に食の安全を考え始めた。 3年前、徳
之島に移住。 51歳。

絶
滅
の
危
機
に
あ
る
金
材
を
あ
る
が
、
営
業
ベ

1
ス
に
乗

一

守
る
「
味
の
方
舟
」
プ
ロ
ジ
せ
ち
れ
ず
、
行
き
詰
ま
っ
て
一

エ
ク
ト
な
ど
で
、
行
政
や
企
い
る
ケ
l
ス
が
多
い
。
「
精
一

業
か
ち
協
賛
を
受
け
て
い
神
や
シ
ス
テ
ム
を
学
ば
な
い
一

た
。
「
協
賛
企
業
は
、
イ
タ
と
、
い
つ
ま
で
も
取
り
組
み
一

リ
ア
の
伝
統
文
化
を
守
っ
て
が
自
立
し
て
い
か
な
い
」

一

い
る
と
い
う
名
誉
が
得
ち
れ
今
秋
、
協
会
本
部
の
認
可
一

る
。
そ
乙
ま
で
意
識
付
け
さ
を
受
け
た
初
の
イ
ベ
ン
ト
を
一

せ
た
協
会
は
す
ご
い
」
開
く
予
定
だ
。

i

一

日
本
で
も
同
様
の
活
動
は
文
と
写
真
・
佐
々
本
浩
材
一


